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はじめに

福島県只見町は、日本有
ゆうすう

数の豪
ごう

雪
せつ

地
ち

帯
たい

です。この町では冬のくらしをささえる
ためにさまざまな工

く

夫
ふう

をしてきました。この展
てん

示
じ

では、「暖
だん

をとる」「身
み

にまと
う」「雪で遊ぶ・家で遊ぶ」「雪を掘

ほ

る」の4つのテーマで、冬のくらしの工夫を
紹
しょうかい

介します。くらしの中の道
どう

具
ぐ

は、時代とともに、より使いやすいように工夫さ
れていき、素

そ

材
ざい

も変化していきます。そのうつりかわりを収
しゅう

蔵
ぞう

品
ひん

から見ることが
できます。
また、交

こう

流
りゅう

ホールのいろりの間
ま

では、冬から春への季
き

節
せつ

に合わせて、行
ぎょう

事
じ

の飾
かざ

りや調
ちょう

度
ど

品
ひん

を展示しています。あわせてお楽しみください。

上の図
ず

は、江戸時代の1897年（天
てんぽう

保8）に刊
かんこう

行された『北
ほく

越
えつ

雪
せっ

譜
ぷ

』の挿
さし

絵
え

です。
著
ちょしゃ

者の鈴
すず

木
き

牧
ぼく

之
し

（1770-1840）は現
げんざい

在の新
にい

潟
がた

県
けん

南
みなみ

魚
うお

沼
ぬま

市
し

塩
しお

沢
ざわ

の人です。図の中の
道具が展示されています。探

さが

してみてください。

画像出典
鈴木牧之著・山東京水画『北越雪譜』，初編上之巻，天保８年（1837）刊（本館所蔵）

「深
ふかぐつ

沓」

「
掘

つ
も
り
た
る
ゆ
き
を
と
り
の
く
る
づ

除
積
雪
之
図
」（
積
も
っ
て
い
る
雪
を
と
り
の
ぞ
く
図
）

「
屋や
ね
の
ゆ
き
ほ
る
づ

上
雪
掘
図
」

「
す
き
」

「
こ
す
き
」
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第1章 暖
だん

をとる
冬を暖

あたた

かくすごすための道
どう

具
ぐ

を紹
しょう

介
かい

します。
「ヒ

火 鉢

バチ」は、中に灰
はい

を入れ、火
ひ お

起こしした炭
すみ

火
び

を置
お

いて使
つか

う暖
だんぼう

房の道具ですが、
「ユ

湯 釜

ガマ」（鉄
てつびん

瓶）をのせて湯
ゆ

をわかしました。「ダルマストーブ」は、薪
まき

をくべて
燃
も

やして使う暖房器
き ぐ

具で、煙
えん

突
とつ

を家の外につけて外に煙
けむり

を出します。ナベをのせ
て煮

に

炊
たき

きなどにもよく使われました。「セ
石 油

キユストーブ」や「ファンヒーター」は
灯
とう

油
ゆ

を燃
ねん

料
りょう

とし、現
げんざい

在でも使われている暖房器具です。
床
ゆか

をくりぬいて「コタツナベ」を設
せっ

置
ち

したホリゴタツは、熱
ねつげん

源として炭を入れ
ました。その上に「コタツヤグ

櫓

ラ」を置き、「コタツガケ」をかけて足を入れ暖を
とりました。その後、持

も

ち運
はこ

びのできる「ニ
二 階

カイアンカ」に布
ふ

団
とん

をかけたコタツ
が登

とう

場
じょう

しました。熱源も木
もくたん

炭から豆
まめたん

炭、電
でん

気
き

へとうつりかわり、「マメタンコタ
ツ」、「デンキコタツ」が登場しました。
寝
ね

る時は、暖房の道具を布団に入れて暖をとりました。「ヒ
火 箱

バコ」には炭火を入
れました。１人用の暖をとる器具が「ア

行 火

ンカ」です。「アンカバ
灰

イ」（木
もくたんふん

炭粉と
桐
きり

・麻
あさがらばい

殻灰の混
こんごう

合）を入れた「アンカ」、豆炭を入れた「マメタンアンカ」、電
でんねつ

熱

デンキコタツ ヒバコ

コタツガケ、コタツヤグラ マメタンコタツ
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線
せん

を使った「デ
電 気

ンキアンカ」がありました。お湯を入れる「ユタンポ」もこの仲
なか

間
ま

で、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

の湯
タン ポ

婆が語
ご

源
げん

です。電気を使い敷
しきぶとん

布団として使う「デ
電 気

ンキモ
毛 布

ウフ」も
寝る時に活

かつやく

躍します。
「アンカ」を小

こ

型
がた

化
か

し、持ち運べるのが「カ
懐 炉

イロ」で、「カイロバイ」を入れた灰
式のものがありました。1923年（大正12）にベンジンと白

はっきん

金（プラチナ触
しょく

媒
ばい

）の
化学反

はんのう

応を利
り

用
よう

した「ハクキンカイロ」が発売されました。1978年（昭和53）に
発売された「使い捨てカイロ」は、鉄

てっぷん

粉と酸
さん

素
そ

の化学反応を利用したものです。

第2章 身
み

にまとう
雪深い只見町では、その服

ふくそう

装にも特
とく

徴
ちょう

があり、昔から寒さと雪をしのぐための
工
く

夫
ふう

があります。
豪
ごう

雪
せつ

地
ち

帯
たい

の共
きょう

同
どう

作
さ

業
ぎょう

は雪道踏
ふ

みです。雪が降
ふ

った時、通
とお

れる道を作るために雪
を踏みしめる作業です。スゲでできた「サ

三 角 笠

ンカクガサ」をかぶり、「ミ
蓑

ノ」を雪よ
けとして背

せ

中
なか

に着て、現
げんざい

在の長
ながぐつ

靴の役
やくわり

割の「フ
深 靴

カグツ」をはきました。「ツ
蔓

ルカン
ジキ」は、現在の「スノーシュー」と同じ役割の民

みん

具
ぐ

で、靴
くつ

に付
つ

けて雪道踏みを
しました。あまり雪が深

ふか

くない地
ち

域
いき

では、「ユキフミダワラ」で雪道踏みを行い
ましたが、深い雪に足を取られてしまうため、只見町では使われませんでした。

ハイシキカイロ

ハクキンカイロ 使い捨てカイロ

マメタンアンカ

ユタンポ
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家の中では、「ソ
袖

デナシ」や「ワ
綿 入 れ

タイレタ
丹 前

ンゼン」などの綿
わた

入
い

れの暖
あたた

かい服を着
ました。
外出の時の服装では、古いかぶり物として「カンゼンブ

帽　子

シ」があります。これ
は頭から肩までおおうもので、頭と着物の両

りょう

方
ほう

を雪から守ることができ、雪を振
ふ

りはらうのも楽
らく

なことから重
ちょう

宝
ほう

されました。その後、毛
け

織
おり

物
もの

や綿
めん

織物の
「カ

角 巻

クマキ」が女性用の防
ぼう

寒
かん

具
ぐ

として普
ふ

及
きゅう

しました。ほぼ全身がすっぽりおおわ
れている「カクマキ」姿は、雪国の風

ふう

物
ぶつ

詩
し

ともなりました。男性は「カラス」（マ
ント）、「ガ

外 套

イトウ」などを防寒具として身につけました。昭和時代戦
せん

前
ぜん

期
き

には、
綿入れ帽

ぼう

子
し

の「ボ
防 寒 帽

ウカンボウ」も普及しました。現在では「スキーウェア」を普
ふ

段
だん

の外出着とすることもあります。

カンゼンブシ カクマキ カラス

フカグツ ナガグツ
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第3章 雪で遊ぶ・家で遊ぶ
雪が多く降

ふ

る地
ち

域
いき

では、家の近くでさまざまな雪遊びができます。「ソリ」を
使った遊びは一番の楽しみです。寒

かん

中
ちゅう

が過
す

ぎた2月上旬、降り積
つ

もった雪が沈
しず

む
時
じ き

期には、内
ない

部
ぶ

がかたくしまって「カ
堅 雪

タユキ」の状
じょう

態
たい

になります。こうなると「ソ
リ」が沈むことなく、どこへでも遊びに行けるようになります。「ソリ」の素

そ

材
ざい

は、
木からプラスチックへと変

へん

化
か

していきました。
スキーも冬の遊びの代

だい

表
ひょう

で、裏
うらやま

山でスキーを楽しみました。スキー板の一番古
いものは、木の板にひもで長

ながぐつ

靴を固
こ

定
てい

するものでした。すべりやすいように、雪
との接

せっ

地
ち

面
めん

にロ
蝋

ウを塗
ぬ

って工
く

夫
ふう

しました。1970年ごろになると、靴をスキー板
に固定する器具のカンダハー（ビンディング）が登

とう

場
じょう

し、スキー技
ぎ

術
じゅつ

も大きく向
こう

上
じょう

しました。
「カタユキ」の時期には「スケート」で遊びました。スケートリンクのない只見
町では、木とトタンで作った「スケート」を長靴につけて、「カタユキ」の上をす
べって遊びました。参

さんこう

考として、現
げんざい

在のハーフスピードとフィギュア用の「スケ

上から：ストック、スキー、スキーグツ
　　　　スキー、ストック、スキーグツ

クツの固定部分
上がカンダハー、下がベルト

ソリ（木製） ソリ（プラスチック製）
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ートグツ」も展
てん

示
じ

しています。
現在では、「スノーボード」や「クロスカントリースキー」でも遊びます。「ク
ロスカントリースキー」は「クロカン」と略され、体育の授業で行われるくらい
身
み

近
ぢか

なものです。
家の中では「百

ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

」などのカルタや「パッタ」（メ
面 子

ンコ）、「ザック」（お手
玉）で遊びました。子どもたちはパッタブ

打 ち

チに夢
む

中
ちゅう

になりました。

第4章 雪を掘
ほ

る
雪の多い地

ち

域
いき

では、降
ふ

り積
つ

もる雪を除
のぞ

く作
さ

業
ぎょう

は毎
まいにち

日のように行います。只見町
では雪かきのことを“雪掘り”といいます。積もった雪が屋

や ね

根にまでとどき、屋
根の雪をおろすには、家のまわりを掘り出す必

ひつよう

要があるという表
ひょう

現
げん

です。
雪掘り道

どう

具
ぐ

の古いものは「コ
木 鋤

ウシキ」です。只見町の「コウシキ」は柄
え

の持ち手
が T字形になっていて力を入れて掘れるのが特

とく

徴
ちょう

で、会津地方の中でも豪
ごう

雪
せつ

地
ち

帯
たい

で多く見られます。「コウシキ」のヘラを縦
たて

にして雪を切り、次にヘラを横
よこ

に
して雪を四角に切り取り、そのままヘラに載

の

せて遠
とお

くへと投
な

げ飛
と

ばします。「コ
ウシキ」を作るには、ブナの木を柾

まさ

目
め

（内
ない

部
ぶ

が詰
つ

まった材
ざいもく

木の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

分
ぶん

、反
そ

りに
くい）に割

わ

って荒
あらがた

型に木
き ど

取りして「コウシキノヤマドリ」を作り、それを数
すうねん

年か
けて乾

かんそう

燥させ、削
けず

って加
か

工
こう

して「コウシキ」になります。
「タンスコ」と呼ばれるスコップも除

じょせつ

雪には欠
か

かせない道具です。雪を掘り、
投げ飛ばす際

さい

に使います。「スノーダンプ」は雪を運
はこ

ぶ道具で、「タンスコ」より
も多くの雪を一度に運べるようになりました。現

げんざい

在では「ママさんダンプ」と呼
ばれる軽

かる

い「スノーダンプ」が主
しゅ

流
りゅう

で、あまり力のない人でも楽
らく

に雪を運ぶこと
ができます。雪押し棒

ぼう

（ハンドラッセル）も登
とう

場
じょう

しました。

スケート パッタ（メンコ）
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現在では、通
つうきん

勤・通
つうがく

学時間までには、除雪車による除雪が行われます。家
か

庭
てい

用
よう

の小
こ

型
がた

除雪機を持っている家も多いです。展
てん

示
じ

している「ジ
除 雪 機 械

ョセツキカイ」は、
フジイが製

せいぞう

造した大
おおがた

型除雪機で、小型化される以
い

前
ぜん

のものです。除雪車や除雪機
によって除雪にかかる時間は大

おおはば

幅に短
たん

縮
しゅく

されました。

スノーダンプ ジョセツキカイ

コウシキ タンスコ
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